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サントリー商品開発センター

富士通㈱本店・川崎工場、㈱富士通研究所

キヤノン㈱小杉事業所
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製造業や学術研究などが盛んなまちです

第4位　相模原市 0.67%
第5位　横浜市 0.64%第3位　神戸市 0.70%

第2位　千葉市 0.88%

第1位　川崎市 1.13%
■ 学術・開発研究機関の従業者割合 （H28年経済センサス・活動調査）

■ 製造品出荷額等 （H30年工業統計調査）

4,092,916百万円
3,997,522百万円

3,681,623百万円

第1位　川崎市

第2位　横浜市

第3位　大阪市

新川崎地区
産学官連携による新産業の創出を目指す先端技術の集積拠点／2013年10月「京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区」に追加指定

B地区
3.9ha

商業・業務、都市型居住ゾーン

A地区
4.3ha

高度な技術力をもつ
製造業の集積ゾーン

C地区
2.0ha

都市型居住ゾーン

D地区
8.1ha

研究開発・交流ゾーン
・新川崎・創造のもり

E地区
4.8ha

産業創出・育成ゾーン

F地区
10.1ha

都市型居住等の複合ゾーン
・小学校等
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中央モーター基礎技術研究所
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三菱ふそうトラック・バス㈱本社
川崎工場／研究開発／購買センター

帝国通信工業

【新川崎三井ビル】
㈱日立製作所 情報・通信システム社　他

D地区

F地区

A地区

長谷川香料㈱総合研究所

キングスカイフロント

殿町地区（羽田空港の南西、多摩川の対岸）に位置する、世界最高水準の研究開発から
新産業を創出するオープンイノベーション拠点です。健康・医療・福祉、環境といった課
題の解決に貢献するとともに、この分野でのグローバルビジネスを生み出します。

川崎生命科学・環境研究センター（LiSE）

（公財）実験動物中央研究所

ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）

ジョンソン・エンド・ジョンソン
インスティテュート 東京

NECネッツエスアイ

富士通㈱新川崎テクノロジースクエア

“技 と 知 の 集 積 拠 点”川 崎 市  ～ 連 携 と 先 端 技 術 開 発 の 進 展 ～

川崎市は、首都圏の中心部に位置し、優れた技術を持つ中小企業が集積するとともに、京浜工業地帯の中核を担う、日

本有数の製造業集積都市です。さらに、都市型工業地域の特色を活かした試作開発・商品開発を担う知識集約型・高付

加価値型の産業構造への転換も進み、550以上の研究開発機関が集積する研究開発都市でもあります。

KSP（かながわサイエンスパーク）
日本初・国内最大級の都市型リサーチパークで、研究開発
型企業が集まり、大学やベンチャー支援機関と連携・協調
し、新産業の創出に向けた取組の拠点となっています。

マイコンシティ
エレクトロニクス・情報・通信関連産業等の集積を目指した
国際的な研究開発拠点

明治大学地域産学連携研究センター
明治大学の技術シーズ・知的資源を有効活用し、新技術・
新事業の創出、地域中小企業の育成等を行う地域連携の
交流促進拠点

○ライフイノベーションセンター（LIC）
再生・細胞医療分野の研究開発から事業化に向けた取組みを推進

○国立医薬品食品衛生研究所
医薬品、食品等の品質、安全性並びに有効性の評価に関する試験・研究

殿町国際戦略拠点「キングスカイフロント」及び新川崎地区の両拠点の
特徴・強みを活かし、特区内のさらなる連携を強化していきます。
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KBIC本館

CADセミナー

KBIC企業交流イベント

新 川 崎 ・ 創 造 の も り の 概 要
新川崎・創造のもりは、産学官の連携による新しい科学・技術や産業を創造する研究開発拠点の形成と、次代を

担う子どもたちが科学・技術への夢を育む場づくりを目指し、段階的な施設整備を推進してきました。

●約50㎡のインキュベーションラボを20
室備える研究棟とクラス100とクラス
10000のクリーンルームを備えるク
リーンルーム棟の2棟から構成

●約750㎡のクリーンルームでは、「加工
～試作～計測～評価」の一連の作業が可
能

●川崎市と４大学（慶應大、早稲田大、東工
大、東大）ナノ・マイクロファブリケーショ
ンコンソーシアムとの連携協力のもと、 
４大学が有する最先端の研究機器を企
業等へ利用開放
※�NANOBICは�Global�Nano�Micro�
Technology��
Business�Incubation�Center�の略

●官民パートナーシップ（ＰＰＰ）のもと、川崎市
と大和ハウス工業（株）が連携・協力し整備
運営

●施設のうち、１階の一部と２階を川崎市が所有
し、１階の一部と３～５階及び地下１階を大和
ハウス工業（株）が所有する区分所有物件

●飲食スペース・物販スペース等アメニティ機能
や間仕切り可能で最大300人規模で利用でき
る会議室を設置

※�AIRBICはAdvanced�Innovative�Research�
and�Business�Incubation�Center�の略

●15 ～ 200㎡の様々な用途で利用できるイン
キュベーションラボを設備

●旋盤やフライス盤等の工作機械を利用できる
「ものづくり工房」を設置

●３Ｄプリンタ、三次元精密測定装置やＣＡＤ、
ＣＡＭを利用できる「ＣＡＤ／ＣＡＭ研修室」を
設置

※�KBICはKawasaki�Business�Incubation�
Center�の略 クリーンルーム 　クラス100（約175㎡） 飲食スペース

川崎市撮影の空中写真（平成30年度撮影）

クリーンルーム 　クラス10000（約575㎡） 最大300名程度利用可能な会議室

延床面積
約 4,817㎡
[ 研究棟 約 1,978㎡、クリーンルーム棟  
約 2,839㎡ ]

主な諸室

ラボ（各室 50㎡）、クリーンルーム（750㎡・
一部クラス 100）、ビジター室 2 室（各室 
25㎡）、会 議 室（100㎡）、交 流コーナー、 
アメニティコーナー等

開設 2012 年

延床面積 約 26,714㎡

主な諸室 ラボ（各 38 ～138㎡）、飲食スペース、 
物販スペース、会議室、交流スペース

開設 2019 年

延床面積 本館 約 3,428㎡

主な諸室

スモールオフィス（各室 15㎡）、ラボ（各室
30 ～ 200㎡）、打合せ・交流コーナー（106㎡）、
会議室（50㎡）、アメニティコーナー（78㎡）、
ものづくり工房（100㎡）、CAD/CAM 研修室

（47㎡）等

開設 2003 年

建物 研究棟４棟（Ｋ棟、Ｅ棟、Ｉ棟、Ｏ棟）、厚生棟１棟（Ｋ ² ハウス）

敷地面積 約 16,405㎡

延床面積 約 6,087㎡ 

開設 2000 年

産学連携の様子

ハプティクスプロジェクト フォトニクスポリマープロジェクト

●主に理工学系の研究室が入居し、様々な研究プロジェクト
を展開

●慶應義塾大学の研究者や大学院生等が利用
●企業向けのＫ2オープンセミナー、ビジネス交流会や研究者

と技術について議論する少人数制のＫ2テクノサロンを実施

※K2（ケイスクエア）はKeioのＫ、KawasakiのＫの２乗の意
　管理・運営：（一財）川崎市まちづくり公社

ナノ・マイクロ産学官
共同研究施設（ＮＡＮＯＢＩＣ）

O棟
I棟

厚生棟

E棟
K棟

本
　
館

研究棟

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
棟

さいわいふるさと公園

NANOBIC  　

インキュベーション施設
ナノ・マイクロ産学官共同研究施設

NANOBIC（ナノビック）

AIRBIC

インキュベーション施設
産学交流・研究開発施設

AIRBIC（エアビック）

インキュベーション施設
かわさき新産業創造センター

KBIC（ケービック）本館

K2タウンキャンパス

慶應義塾大学の先導的研究施設
最先端の研究を地域産業の活性化につなげることを目的として、
慶應義塾と川崎市の連携・協力のもと、開設

プロジェクト一覧は
こちら

Ｋ²（ケイスクエア）
タウンキャンパス 

産学交流・研究開発施設
（ＡＩRＢＩＣ）

かわさき新産業
創造センター（ＫＢＩＣ）本館

新川崎・創造のもり
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経験豊富なインキュベーションマネージャーによる事業成長を加速するハンズオン支援

大手企業
海外企業

大学
研究機関

ベンチャー
中小企業

ミートアップやアイデアソンなど各種イベントも開催

VCからの
資金調達

試作品開発

ビジネスプラン
ブラッシュアップ

顧客開拓 海外展開

支援スタッフ
ベンチャーキャピタリスト
起業経験者、技術指導員
中小企業診断士など

オープンイノベーション支援

起業・成長支援
事業成長
IPO/M&A

起業

かわさき新産業創造センター共同事業体(指定管理者)によるベンチャー企業等に対する支援体制
事業成長を加速する
ハンズオン支援による
インキュベーション機能の強化
ベンチャー・中小企業、大学、
大手企業とのマッチング支援による
オープンイノベーション機能の強化

・・・・・ 

・・・・・ 

インキュベーション
機能の強化

オープンイノベーション
機能の強化株式会社ツクリエ

バイオ・サイト・キャピタル株式会社

三井物産フォーサイト株式会社

展示会出店支援

マッチングイベントの様子 経営者同士の協業ディスカッションコーディネート

新川崎・創造のもりでは、新川崎地区の産業集積のポテンシャルを活かし、産官学連携による新たな産業創出を目指すネットワーク組織
「新川崎地区ネットワーク協議会」を中心に、企業や大学が集い交流することで、研究開発のオープン化を促進し、積極的にイノベー
ションを創出する首都圏屈指の研究開発拠点を目指しています。
新川崎地区ネットワーク協議会は、４大学コンソーシアムや慶應義塾大学新川崎タウンキャンパスなどの大学機関、グローバルで活躍す
る事業会社、新技術・新製品を開発する中小企業・スタートアップなど、約９０の組織で構成されています。

新川崎・創造のもりにおけるオープンイノベーションによる研究開発の推進

●成膜→パターニング→エッチング→評価
　一連の行程に必要な機器を利用できます。

●非常に簡便な手続で利用可能です。

❶ 開放機器の利用

●装置の利用初心者でも参加可能な
　各機器の実習会を開催

●実際に機器を利用しながら操作方法等が
　学べます。

●慶應義塾大、早稲田大、東工大、東大の
　４大学が機器を保有、ニーズに応じた
　共同研究等の連携が可能です。

❷ 装置利用実習会の開催 ❸ ４大学との連携
4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアム

NANOBICオープンラボの３つの機能

◆川崎市経済労働局イノベーション推進室　　Tel:044-200-2407 ／ E-mail : 28sozo@city.kawasaki.jp
　〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町11-2　川崎フロンティアビル10階

E-mail : nanobic-open@newkast.or.jp
（地独）神奈川県立産業技術総合研究所

E-mail : nanobic-open@newkast.or.jp

NANOBICでは、インキュベーション事業の他、４大学コンソーシアムが保有するナノ・マイクロ分野の最先端の機器を企業等
に貸し出すオープンラボ事業を行うなど、事業者等のものづくり技術の高度化に向けて、トータルで支援を行っています。
オープンラボ事業では、研究機器利用に関するご相談、４大学コンソーシアム所属の研究者との共同研究に関する相談を随時受
け付けています。また、４大学コンソーシアムの研究者が研究機器の利用方法をわかりやすく解説し、実際に操作まで行う初心
者向けの実習会「ナノファブスクエア」を開催しています。

ナノ・マイクロ技術を活用した研究開発をトータルで支援

ナノ・マイクロ技術を核とした産学連携支援とオープンイノベーションの推進かわさき新産業創造センターにおける成長支援の取組

新川崎ネットワーク協議会の取組新川崎ネットワーク協議会の取組

地区内外の研究者・技術者との連携を促すイベント等の開催

産学連携
事業

分野を超えた研究者・企業・大学同士の顔の見える関係づくり

会員間
交流事業

かわさき新産業創造センターは、KBIC本館、NANOBIC、AIRBICの3棟からなる首都圏最大級のインキュベーション施設です。
約100室、8100㎡以上のラボを有し、研究開発型の企業等の入居を促進し、成長支援を行っています。

かわさき新産業創造センターの概要
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量子コンピューターの実機が、新川崎・創造のもりに設置されたことを契機に、本市や東京大学
等が、量子技術に関するプロジェクトをJST「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」に
提案し、令和４年１０月に採択されました。
新川崎・創造のもりは、サテライト拠点として、量子技術を活用したスタートアップ企業の創出・
集積、量子技術の産業化を実現し、「量子イノベーションパーク」の形成を推進します。

川崎市では、量子分野の産業化をけん引する将来の人材を川崎から輩出することを目指し、全国の自治体に先駆けて、高校生を対象
とした「量子ネイティブ人材育成プログラム」を開催しています。
情報化の未来を担うと期待される量子コンピューターの基礎やプログラミング等を学びながら、実社会の問題を解くために量子コン
ピューターをどのように活用できるか、高校生がチームとなってアイデアを考えます。

量子コンピューティングの普及啓発のため、技術を分かりやすく説明した動画を川崎市YouTubeチャンネルにて公開しております。

令和４年8月は、４日間のキャンプに高校生24名が参加　　【主催】川崎市、日本IBM、東京大学

量子コンピューティング技術の普及

（川崎市YouTubeチャンネルにリンクします。）

川崎市の「量子イノベーションパーク」実現に向けた取組

量子AI･融合HPC基板

サスティナブルAI

課題解決

新産業創出

新たな社会的ターゲット

新規課題へのバックキャスト

量子シミュレーション

量子機械学習

量子埋め込み
量子最適化

量子HPC

サスティナブルな
好循環を社会実装

内部の実物大模型※（株）ヒラミヤ  制作

学校も学年も異なるチームで
グループワーク

東京大学の教授による特別講義 量子コンピューターの実機の見学

量子コンピューターを使った未来の
アイデアを語る

● 拠点名称
　 量子ソフトウェアとHPC・シミュレーション技術の共創による
　サスティナブルAI研究拠点

● 体制
　 大学等 ： 東京大学、慶應義塾大学、理化学研究所、
　 　　　　　　 　沖縄科学技術大学院大学、シカゴ大学
　 自治体 ： 川崎市
　 企　業 ： 19 社

● 実施期間
　 2022－2031年度（最大10年度）

詳細はこちら　
https://sqai.jp   ▶▶▶▶▶▶▶▶

令和３年６月、川崎市は国立大学法人東京大学と日本アイ・ビー・エム株式会社と量子コンピューティング技術の普及と発展に関する
基本協定書を締結しました。川崎市は、東京大学、日本アイ・ビー・エム株式会社と連携、協力し、次世代の「量子ネイティブ人材」を川崎
から育てる取組を推進していきます。

量子コンピューティング技術の普及と発展に関する基本協定書 高校生を対象とした早期人材育成

Kawasaki Quantum Summer Camp

JST「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」

新川崎・創造のもりで稼働しているアジア初のゲート型商用量子コンピューター
IBM Quantum System One 「Kawasaki」　出典：日本IBM

量子AI・融合HPC基盤
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かわさき新産業創造センター入居企業紹介
かわさき新産業創造センターには、様々な分野の、革新的な技術を有するベンチャー企業が多数入居しています。 新川崎・創造のもりの整備経緯

私たちは光超音波技術という新し
い原理に基づき、被ばくがなく安全
で簡便に血管を超高解像度で3Dイ
メージングできる画像診断装置を開
発しています。同原理としては本邦
初の薬事承認を2022年9月に取得
し、医療機器市場に上市しました。
血流障害の診断支援や、外科手術
における切除部位の計画立案に活
用できます。
今後は更なる技術開発や臨床現場
での研究を推進し、患者さんにやさ
しい診断法や難治性の疾病に対す
る新たな治療法を開発するなど、将
来の医療の革新を目指します。

株式会社 Luxonus

光超音波3Dイメージング技術に
よって撮影される手掌の画像

再生医療で心臓病治療の扉を開く
Heartseed株式会社は慶應
義塾大学医学部循環器内科
福田研究室のシード技術の事
業化による心筋再生医療の実
現化を目指して、2015年に
設立されたバイオベンチャー
です。
iPS細胞から高純度の心室心
筋細胞を作製し、独自開発し
た移植デバイスを用いて患者の心臓に移植する、重症心不全の抜
本的治療法（HS-001）をはじめ、心筋再生医療の普及に必要な技
術開発に取り組んでいます。
これまで心臓移植でしか助からなかった重症心不全患者を治療し、
かつ再生医療の産業化による日本経済への貢献を目指しています。

Heartseed 株式会社

特許技術Hybrid-AMR技術で高い精度と安全性を実現

LexxPluss (レックスプラス) では、Sustainable Industry, 
Sustainable Life をビジョンに、今後10年でより深刻になる物
流倉庫や製造工場の働き手不足を解決するソリューションを開
発しています。現在は台車での重量物搬送を人のかわりに行う
自動搬送ロボットと、それを制御するソフトウェアを中心に開発・
提供しています。

株式会社LexxPluss

新世代の量子通信装置

LQUOMでは、金融・遠隔医療・防衛などの分野に絶対安全な量子
インターネットを提供すべく、長距離量子通信技術の実用化を目指
しています。
特に量子を使って遠隔地を繋ぐための「量子中継器」に向けた各種
コア技術が基盤であり、量子もつれを生成する光源や量子を保存
する量子メモリ、それからインターフェース技術といったハードウェ
ア開発を主力として
おります。
長距離量子通信・量
子インターネットの力
で更に便利な情報化
社会を目指して参り
ます。

LQUOM株式会社

慶應義塾大学で誕生した力触覚制御技術「リアルハプティクス」を
搭載したICチップ「AbcCore」の導入・開発支援、デバイス提供を
行っています。
リアルハプティクスとは、人の力加減や物の感触といった力触覚を
データ化し、計測とアクチュエータ制御を可能とする技術で、「職人
技術や物性の可視化」「感触・力加減を伴う遠隔操作や機械自動
化」「感触を提示するＶＲ」などを簡単に実現することができます。

MOLCUREは人工知能技術・バイオテクノロジー・ロボティクスを統合
した次世代バイオ医薬品探索法を製薬企業へ提供しています。弊社の
医薬品探索技術を利用することで、従来手法では探索困難であった医
薬品分子の発見が可能となります。また、より短時間でより多くの候補
物質を得ることができる効率化を達成しているため、製薬企業は弊社
技術を導入することで「新規医薬品候補分子の発見及び増加」・「創薬
プロセスの短縮」・「研究開発費削減」が期待できます。MOLCUREは
NEDO「次世代人工知能・ロボット中核技術開発」など国家プロジェク
トを始めとした助成金・補助金に多数採択されています。

株式会社MOLCURE モーションリブ株式会社

やさしい力加減も再現可能

Our technology

貨物の拠点から、先端技術の拠点へ。新川崎は産業を育むふるさとです。

2024年、川崎市は市政100周年をむかえます。
この歴史的な節目を、次の100年に向けてのスタートラインとして、市民、企業、大学、団体と共に

力をかけ合わせながら「あたらしい川崎」を生み出していきます

写真：神奈川県立公文書館所蔵の写真を引用　　※モノクロ写真をカラーに加工しております

1960年には、この地区には「東洋一の操車場」と呼ばれた貨物の拠点“新鶴見操車場”がありました。
最盛期には一日5,000両もの貨物列車が操車していたと言われ、産業を支える大動脈として活躍。

かつての役目を終えたその跡地を、先端技術の研究拠点として再整備していきました。

再整備の経過
1999年 2月 「新川崎・創造のもり計画」の策定　「新川崎・創造のもり計画」の推進への協力に関する川崎市と慶應義塾の協定締結

2000年 7月 【第1期事業】　慶應義塾大学の先導的研究施設　「Ｋ²タウンキャンパス」の開設

2003年 1月 【第2期事業】　ベンチャービジネス創出拠点　「かわさき新産業創造センター（KBIC）本館」の開設

2005年 1月 新川崎地区・地区計画の策定

2009年 1月 「4大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアムと川崎市との連携協力に関する基本合意」締結
４大学コンソーシアムの研究成果を地域産業の活性化に生かし、先端科学技術による世界への貢献を目指した連携協力

2009年11月 川崎市と慶應義塾との連携・協力に関する基本協定の締結

2010年10月 新川崎・創造のもり第3期事業地区　産学官共同研究施設整備基本計画の策定

2012年 1月 東京大学、日本アイ・ビー・エム株式会社、川崎市による「東京大学社会連携講座の実施に関する基本協定」の締結
「省エネルギーを目指した、次世代ナノ・マイクロデバイスとシステム」をテーマとした研究を実施 

2012年 ４月 【第3期第1段階事業】　ナノ・マイクロ産学官共同研究施設「NANOBIC」の開設

2013年10月 「京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区」に新川崎A,D,E地区が追加指定

2014年 5月 【第3期第2段階事業】　産学交流・研究開発施設整備基本計画策定

2019年 1月 産学交流・研究開発施設　「AIRBIC」供用開始
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